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は，深見純生 ｢ジャワ島の地方行政区画 歴史的外観｣ 『東洋史研究』







あったブクルについては次がある。 Suhartono, Apanage dan Bekel :




























た。たとえば (｢セロ｣ “Sela”, ENI 3 : 737) は，この百科事典の第３巻737





















































































作 『ジャワ島の原住民経済状態概観 (Overzicht van den Economischen
Toestand der Inlandsche Bevolking van Java en Madoera)』 もまた王侯領を
ほとんど取り上げていない (｢デーフェンテル｣ “Deventer (Mr. Conrad











よって，1918年 [第１期] のフォルクスラートにも1921年 [第２期] のそ
れにも，王侯領の出身の議員が含まれている。マンクヌゴロ侯 (プランワ
ドノ Prangwadono) が最も著名な王侯領の代表者である。イギリス領イン
ドで1920年に設けられた藩王評議会 (Chamber of Princes) の例に倣う
したがって，フォルクスラートより非民主主義的な オランダ領東




である (｢オランダ領東インドの住民区分｣ “Verdeeling der bewoners
van Ned.-”, ENI 4 : 538539 および ｢オランダ臣民｣ “Onderdanen






までは再び外来東洋人) に対して閉じられていた (｢在留許可｣ “Verblijf”,




・デル・カペレン [総督] が王侯領を借地人に対して閉ざしたが (｢カペ
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レン｣ “Capellen (Godert Alexander Gerard Philip baron van der)”, ENI 1 :












[慣習，慣習法] の定め (組織，結婚等々) については，福祉委員会の報
告書の第９巻が明らかにしている (｢アダットの定め｣ “Adatregelingen”,

























































“Desa, Desahoofd, Desabestuur”, ENI 1 : 592参照) を王侯領ではカランコ































サ｣ “Desa’s (vrije)”, ENI 1 : 593)，政庁の諸規定はこれに適用されない。
王国の中央の行政は，村落機構とは違って，古くから変わらず，次のも
のから成りたっている。王の次に宰相がいる。ソロとジョクジャではパパ
ティ・ダルム (papatih dalem) といい，両侯国ではレヘント・パティ
(regent-patih) またはブパティ・パパティ (bupati papatih) という (｢宰
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相｣ “Rijksbestierder”, ENI 3 : 646)。そして一連のクラトン官吏 (首都の
官吏) が王都および地方のことがらを担当し，そして最後に郡長 (タンピ




























(rijkskassen) が形成され，毎年王国予算が作成され (『王国法令集』 に掲
載される)，また現在では王もここから王室費を受けとる。王室費が高額
であることについては，ローマは一日にしてならずと考えるべきである。
ジョクジャには ｢カス・カスルタナン (kas kasultanan)｣ [スルタン国国







年 (ジョクジャ)，1847年 (ソロ，マンクヌゴロ侯国)，1874年 (パクアラ
ム侯国) に，我々の影響力の下で，レヘント (ブパティ・プリシ bupati
pulisi) あるいは副レヘント (クリウォン・プリシ kliwon pulisi，第２級レ
ヘント，普通のレヘントの下にあるのではなく，これと並立する)，さら
に郡長 (パンジ panji, パネウ panewu), 分郡長 (アシステン・パンジ
assisten-panji，アシステン・パネウ assisten-panewu) に置き換えられた

































容の２人の侯の条約 (｢自治領との条約｣ “Contracten met zelfbesturende



















ロ Woro，プスル Pusur，プンギン Pengging)。そしてマンクヌゴロ侯は
1908年に (『王国法令集』 は1920年第14号)，ジョクジャのスルタンは1911
年に (『王国法令集』 は1918年第３号と第４号)，水利と水利官吏に関する



























上に描いた王侯領の統治体制は，采邑主 (パトゥ patuh) (｢采邑｣




収する権利を ピアグム piagem [証書] に定めたところに基づいて，





域に分布していたが，カドゥ (1812年) とバグレン (1830年) の喪失の後，
すべての采邑を現在の両理事州内に集めなければならなかった。そのため
収奪の強化だけでなく，著しい崩壊が生じた。パトゥたちは，新任あるい
は再任のブクルが彼らに払わねばならないブクティ bekti [保証金] に執













国もすでに自ら着手していたけれども (｢パクアラム５世｣ “Pakoe Alam











て地域借地とは言わない (｢地域借地｣ “Landverhuur”, ENI 2 : 529)。政庁
の土地の貸借とも違い, 政庁の土地の永租借 (erfpacht) (｢農地法｣
“Agrarische Wet”, ENI 1 : 18) とも違い，あるいは農業コンセッション
(｢外領における農業コンセッション｣ “Landbouw-Concessien in de Buiten-
































































いは３分の１ないし５分の１) である。それは生産物で (マロ maro) あ
























































いて，国有地宣言 (｢国有地｣ “Domein van den Lande”, ENI 1 : 629 ; ｢土
地権｣ “Grond (Rechten op den)”, ENI 1 : 824) が王の勅令によって，次
のような具合に模倣された。すなわち，王は采邑の廃止後，自分の領有権
(domeinrecht) および自分が全権をもって確立する住民の権利以外には，



















































































侯領の借地 (grondverhuur) という新しい制度をもたらした (｢オランダ




















































































(1891年以前はパソワン・マング pasowan mangu) という名の，ジョクジ
ャの重要な農地裁判所は1917年に，采邑と農地の問題を担当する行政機関




アラム侯国の王侯領的な宗教法廷 (スランビ serambi) は，1903年我々に
よって廃止された。ジョクジャのそれは1903年以後，権限が非常に限定さ
れた。これらに代わるものとして両理事州の各々の首都に，1882年の 『東















ナイブ (naib) といい，ある所ではパサ (pasah) という (｢婚姻｣









まれであった。旅回りの女性商人 (バクル bakul) による商取引は頻繁で








法｣ “Inlandsche wetten”, ENI 2 : 154，｢ウンダン・ウンダン｣ “Oendang-
oendang”, ENI 3 : 68) によって著しい修正をこうむっている。それらはア
ダット法の一部を構成し，その効力は 『東インド法令集』 1911年第569号
によって (矛盾しているとしても) 承認されている (マンクヌゴロ侯国の
『王国法令集』 1920年第５号，ジョクジャの同1916年第19号参照)。王の立
法のうち古くて注目に値するものに，アングル・スプル (Anger sepuluh)
(1818年)，ナウォロ・プラドト (Nawolo Pradoto) (1771年，1818年)，プ
ラナタン・パトゥ (Pranatan patuh) (1863年)，プラナタン・ブクル






















































れた。王国政府はマントリ・タニ (mantri tani) とアシステント・マント














目 ｢アヘン｣ “Opium”, ENI 3 : 155167，｢質屋業務｣ “Pandhuisdienst”, ENI
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